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（2023年3月末時点）

◉ 対象となる株主さま

◉ 優待内容
継続保有期間 (注)

保
有
株
数

優待商品
5年未満 10年以上

1,000円分

2,000円相当

3,000円相当

2,000円相当

3,000円相当

5,000円相当

5年以上
10年未満

1,500円分

2,500円相当

3,500円相当

300株以上1,000株未満

1,000株以上5,000株未満

5,000株以上

クオカード

奈良県産品

　株主の皆さまの日頃のご支援にお応
えするため、地域食材や、古都奈良の歴
史と伝統を誇る名品を取り揃えたカタ
ログギフトをお届けします。
　また、奈良県産品の贈呈を通じて地域
振興に貢献することで、当行グループが
経営計画で目指す奈良県の発展、「奈良
県のGDP10％増加」の実現を図ってま
いります。

　奈良の名品を広く知っていただきたいという想いから、当行のグループ会社である奈良みらいデザイン株式会社が選定
しています。同社は、古都奈良で受け継がれてきた名品を取り揃えた奈良専門のＥＣサイト“narawashi”（ならわし）を運営
しています。他のＥＣサイトにはない商品もご紹介していますので、ぜひ一度ご覧ください。

2023年６月に、監査役会設置会社から監査等委員会設置会社へ移行しました。
監査等委員会設置会社への移行により、コーポレートガバナンスのさらなる強化を図り、
当行の持続的な成長と中長期的な企業価値の向上に取り組んでまいります。

（移行目的：監査・監督機能の強化、意思決定の迅速化）

3月末時点の株主名簿に記載された、当行株式を300株以上保有される株主さま
（対象となる株主さまにつきましては、株主総会終了後、「クオカード」または「カタログギフト」をお送りします。）

一株当たり配当金

株主還元方針（見直し前）

安定的な配当の継続

配当性向

　当行は、2022年度下期において欧米の金利上昇により逆鞘となっていた外国債券を中心に損失処理を行ったことから、当期
純利益は大幅な減益となりました。
　しかしながら、有価証券の損失処理を実施したことで、2023年度の市場部門収益は回復する見込みとなったこと、また、市場部門
の損失処理による影響を除けば、顧客向けサービス業務利益などの業績は概ね計画どおりに推移したことから、当期の期末配当金
については、昨年9月に公表した一株当たり73円に据え置くこととしました。これにより、年間配当金は、中間配当金40円を加えた
113円となりました。2023年度の年間配当金は、下記株主還元方針に基づき、104円を予定しています。

株主還元について

株主優待制度

■ 一株当たり配当金・配当性向 ■ 

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
（予定）

81.7％23.3％ 24.0％ 30.1％ 76.4％

80円 80円 80円

113円

30.2％

104円
110円

安定配当80円を維持しつつ、親会社株主に帰属する当期純利益に対する配当性向30％を目安とする株主還元方針

（注）継続保有期間につきましては、毎年3月31日および9月30日の当行株主名簿に、同一株主番号で連続して記載されている年数とし、本株主優
待制度導入以前も含むものとさせていただきます。また、保有株数については、直近の基準日（3月31日）時点の保有株数にて判定いたします。

役職者に占める女性の割合

（2023年3月末時点）

（2023年6月末時点）

CO2排出量の削減率
（2013年度→2021年度）

▲36.0%

（前年度比2.3ポイント削減）

再生可能エネルギー
関連融資によるCO2削減量

（2022年度）

約19万t-CO2

（融資取組件数・金額：7件 61億円）

おもしろい人材
活力創造に関わる資格保有者数

601名14.8%
（行員に占める割合26.4％）

（前年度比42名増加（2.4ポイント増加））

社内取締役7名のうち2名
監査等委員会設置会社への移行

５名 41.6%

社外取締役比率
取締役会の多様性

～当行外での職歴を有する人材～

（前年度比0.5ポイント増加）

環境

社会

ガバナンス

社内7名

議長

社外5名 2名

 奈良県産品

Scope１、２の排出量




